
海老名市教育委員会

（令和６年 9月 定例会議事日程）

日時 令和６年９月25日（水)

午後３時30分 から

場所 えびなこどもセンター ３階 301会議室

【教育長報告】

【報告事項】

１ 報告第 30 号

２ 報告第 31 号

３ 報告第 32 号 海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要
綱の改正について

　日程第

　日程第 工事請負契約の変更に関する意見の申出について（海老名市立
中新田小学校校舎外装改修工事）

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

　日程第





海老名市教育委員会 

９月定例会 
 

【教育長報告】 

 

１ 主な事業報告 

  ８月 ２０日（火） 教育委員会８月定例会 

            教育課題研究会 

２１日（水） 須坂市親子自然体験教室見送り 

       市長定例記者会見 

       市主催研修会（国語、算数・数学、 

              教育支援教室、音楽） 

       通学路安全対策委員会 

     ２２日（木） 校長連絡会 

            市主催研修会（保護者対応、ＰＡ） 

     ２３日（金） ひびきあう教育研究発表大会 

     ２４日（土） 扇町思い出まつり 

     ２６日（月） 県・市フルインクルーシブ教育推進会議 

            二十歳の祝典実行委員会 

     ２７日（火） 第二学期始業式 

            朝のあいさつ運動（門沢橋小） 

            学校事務職員との負担軽減に係る対話の場 

            市議会第３回定例会本会議（開会） 

   ２８日（水） 社会教育委員会議 

          初任者デイキャンプ 

          代表質疑部内ヒアリング 

   ２９日（木） 代表質疑市長ヒアリング 

          台風１０号情報連絡会 

          えびなの教育編集会議 

          小学校連合運動会実行委員会 

 

 

 
 

令和６年度 
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   ３０日（金） 台風１０号災害警戒本部会議 

         小中学校臨時休校 

         教育委員会辞令交付式 

         ８月校長会議 

          教頭人事交流者面談 

   ３１日（土） 台風１０号災害警戒本部会議 

 

 

９月  ２日（月） 市議会第３回定例会本会議（代表質疑） 

          一般質問振り分け・部内調整会議 

３日（火） 一般質問部内ヒアリング 

     ４日（水） 一般質問市長ヒアリング 

           市主催研修会英語専科公開授業（門沢橋小） 

     ５日（木） 初任者授業参観（海老名小） 

     ６日（金） 欅ロータリクラブ面会 

           みんなで取り組む学校づくり推進委員会 

     ７日（土） 海老名高校文化祭 

           中新田かかしまつり審査会 

           市Ｐ連本部役員交流会 

８日（日） 東関東吹奏楽コンクール（海老名中出場） 

９日（月） 初任者授業参観（社家小） 

    １０日（火） 小学生十五夜豆腐寄贈セレモニー（中新田小） 

           国際教育担当者会 

           教育支援体制推進委員会 

    １２日（木） 市議会第３回定例会本会議（一般質問①） 

           ９月教頭会議 

    １３日（金） 市議会第３回定例会本会議（一般質問②） 
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    １５日（日） 海老名中学校区オアシスポスター審査会 

           白石市海老名市姉妹都市提携３０周年 

           記念式典・祝賀会 

    １７日（火） 市議会第３回定例会本会議（一般質問③） 

    １８日（水） フルインクルーシブ教育対話の場 

           （自閉症児者保護者の会） 

           海老名市児童画コンクール実行委員会 

    ２０日（金） 予算決算常任委員会文教社会分科会決算審査 

           市主催研修会（総合的な学習の時間） 

           えびなの教育編集会議 

    ２２日（日） 中新田かかしまつり表彰式 

    ２４日（火） 学校事務調整会議 

           授業改善実践推進委員会授業研究（上星小） 

    ２５日（水） 教育委員会９月定例会 

           教育課題研究会 

大和市教育長来館 

           フルインクルーシブ教育対話の場 

           （手をつなぐ育成会） 
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２ 「第二学期」って？ 

  第二学期がはじまって、一か月近くになるところですが、各学校の様

子はどうだろうかと気になるところです。朝のあいさつ運動や初任者の

授業参観、学校行事などで学校を訪問すると、多くのこどもと教職員が

元気な様子で学校生活を過ごしているとは感じているのですが、毎日、

毎日は、どうだろうと、あれこれ、思いを馳せるところです。 

  第二学期は、授業日数が長い学期で、多くの学校行事が実施される学

期でもあります。 

  そして、実りの秋ということで、私としては、それらの学校教育活動

をとおして、ひとりひとりのこどもの確かな成長を願うところです。 

  さて、教育委員のみなさんは、小中学校、どんなことが思い出に残っ

ているでしょうか。 

  嫌なこともあったことでしょうが、楽しい思い出はどんなことが残っ

ているでしょうか。その思い出の中には、どんな顔が浮かんでくるでし

ょうか。どんな先生？どんな友だち？・・・。 

  本当は、授業が思い出になるとうれしいのですが、私は、何を勉強し

たかは、ひとつも覚えてはいません。実は、私は、学校はガマンする場

所と思っていたので、あまりよい思い出はないのですが、遠足や修学旅

行のことは、楽しかったと記憶しているところです。 

  それでも、学校に行けばいろいろの地区の多くの友達に会えたので、

そのことだけでも、よかったのではないかと思い返すところです。 

  

 私のフルインクルーシブに向かう意図は、不登校などで学校に来るこ

とができない状況を作ってしまっていることは、本当に、申し訳なく思

うところですが、ひとりひとりちがうすべてのこどもが、同じ場所・学

校で、ともに生活・学習しながら、お互いに作用しながら、成長してほ

しいということです。 

  人の成長は、多くの人に出会うこと、その中で、さまざまお互いに作

用し合うことがたいせつだと私は考えています。 

  第二学期、こどもたちには、多くの人の中で、一番長い学期を過ごし

て成長し、真に、実りの秋となってほしいものです。 

以上です。 

 

  ※別紙資料 教職員への便り  

令和６年度「いがすたいがすた」 第５号（８月号）   
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いがすた いがすた 
 

 明日が、第二学期始業式です。（その後の台風が心配ですが） 

 こどもたちを迎える準備は整ったでしょうか。 

 ご自身の心の準備はいかがでしょうか。 

 また、あわただしくもこどもたちと過ごす日々がやってきます。 

 みなさん、第二学期、よろしくお願いします。 

 さて、一番遠くに行ってしまった夏休み、みなさんは、仕事を忘れてゆっ

くり過ごせたでしょうか。楽しく過ごせたでしょうか。どこかにお出掛け

したのでしょうか。 

 私は、お盆に田舎に帰って、お墓参りをすることができ、故郷の景色、

心落ち着く懐かしい海をゆっくり眺めることができました。 

 猛暑が続きましたが、今年の夏もよかったなあとふり返るところです。 

 さて、第二学期、はじまりはボチボチと言いたいところですが、まずは、

こどもたちの声を聞いてください。そして、みなさんの夏休みを伝えてく

ださい。また、久しぶりに会うこどもたちひとりひとりをよく見て、その

成長や変化を確かめてください。長い第二学期のはじまりを、ていねいに

進めてください。健康第一でよろしくお願いします。 

 『日本中の仲間に』 

 夏休み期間中に、姉妹都市である北海道登別市を、４人の小学６年生が

訪問しました。その中で、登別市と宮城県白石市の子どもたちと交流しま

した。また、新潟県新発田市に、１０人の小学４年生が、防災キャンプリー

ダーズ研修として訪問し、新発田市の小学生と交流しました。 

 そして、群馬県太田市に、昨年は中学校女子バスケットボール選抜チー

ムが訪問しましたが、今年は、海老名中学校吹奏楽部のみなさん６０人が

訪問しました。そこには、私も同行しました。 

 交流。私はもともとズーズー弁の田舎者ですからあまり得意ではありま

せん。こどもたちを見ていると、私のような得意ではない人もいますが、

仲よくなるのにさほど時間はかからないようです。 

 私としては、海老名市、自分の学校というせまい範囲ではなく、日本中

には、同じ仲間がいっぱいいて、みんなが楽しんだり悲しんだりしながら

も、同じように毎日を過ごしていることを実感してほしいと思うのです。 

 みなさん教職員も同様。自分だけじゃなく日本中にはたくさんの仲間が

いて、日々の喜びや悲しみを受け止めながら仕事していることでしょう。  

私は、日本中の仲間を、第二学期、みんながんばれ！と応援するのです。 

教育長だより 第５号 

2024.8.26 伊藤 文康 
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報告第 30 号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和６年９月１日付けで人事異動を発令したため

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について、海老名市教育委員会教育長に対

する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定によ

り臨時に代理し発令したので、同条第２項の規定により報告する。

令和６年９月25日提出

　報告理由

- 1 -



人　数 小　計 合　計

1 人 1 人 1 人参事級

人　事　異　動　内　訳

 令和６年９月１日付け

区　分

令和６年９月25日

定例教育委員会資料

教育総務課総務係
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令和６年９月１日付け

氏名 新所属 旧所属 備考

山﨑
やまざき

　淳
じゅん 経済環境部参事（ふるさと納

税担当）
教育部参事（給食・公会計担
当）

【参事級】
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報告第 31 号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　変更契約の締結に係る意見の申出を行ったため

工事請負契約の変更に関する意見の申出について（海老名市立中新田小

学校校舎外装改修工事）

工事請負契約の変更契約締結に関する意見の申出について、海老名市教育委員会教

育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の

規定により臨時に代理し申出したので、同条第２項の規定により報告する。

令和６年９月25日提出

　報告理由
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工事請負契約の変更契約締結に関する意見の申出について 
 
１ 概 要  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づき、海老名

市長から意見を求められたため、異論なしとして申出をした。 

 
２ 教育長の臨時代理 

９月10日付けで市長から意見を求められたが、本件は令和６年第３回海老名

市議会定例会本会議に上程するものであり、その対応に急施を要することか

ら、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１

項の規定に基づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 
３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

工事請負契約の変更契約締結について（海老名市立中新田小学校校舎外装改

修工事） 
 

４ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 
 
５ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 
 
６ 根拠法令（抜粋） 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経る

べき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかな

ければならない。 

 

令和６年９月 2 5 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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報告第 32 号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の改正を行ったた

め

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の改正

について

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の改正について、

海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第

２号）第４条の規定により報告する。

令和６年９月25日提出

　報告理由

- 10 -



 

 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の改正について 

 

１ 要 旨 

  平成30年度から令和４年度まで、海老名市在住の中学校３年生に対し、インフルエンザ

予防接種費用の公費負担を行ってきた。 

  インフルエンザは例年冬季に流行するが、昨年度は４月以降も学級閉鎖が発生するなど

流行が収まらず、感染拡大が懸念されたため、学校生活を共にする中学１、２年生につい

ても助成対象とした。 

  しかし、本年度は、現在に至るまで学級閉鎖の発生はなく、インフルエンザの感染拡大

も見受けられない。よって、中学３年生が次のステップに進むことを応援するという本来

の趣旨に基づき、令和４年度以前と同様、中学校３年生のみを助成対象とするため、表記

要綱の一部を改正するもの。 

   

２ 対象者  

(１) 海老名市立中学校に在籍する中学３年生 

(２) 海老名市在住の中学３年生 

  ※ 昨年度は全学年約3,700人が対象だったところ、今年度は中学３年生約1,250人が対象 

 

３ 自己負担額 

  1,000円 ※接種回数は１回限り 

 

４ 助成期間 

  令和６年10月１日から令和７年１月31日まで 

 

５ 令和５年度実績（中学全学年） 

  接種人数 1,557名（42.1％） 

  ※償還払（指定医療機関以外で接種し助成をした方）の対象者 ２名。 

【学校別接種人数及び割合】 

 
 

６ 今後のスケジュール  

  令和６年  ９月25日 定例教育委員会 報告 

10月１日 施行 

              

学年
学校 対象数 接種数 割合 対象数 接種数 割合 対象数 接種数 割合 対象数 接種数 割合

海老名中学校 167 64 38.3% 158 60 38.0% 182 123 67.6% 507 247 48.7%
有馬中学校 207 74 35.7% 204 64 31.4% 186 92 49.5% 597 230 38.5%
海西中学校 162 71 43.8% 177 60 33.9% 147 82 55.8% 486 213 43.8%
柏ケ谷中学校 192 68 35.4% 202 44 21.8% 230 124 53.9% 624 236 37.8%
大谷中学校 185 69 37.3% 171 47 27.5% 180 102 56.7% 536 218 40.7%
今泉中学校 212 72 34.0% 198 72 36.4% 218 129 59.2% 628 273 43.5%
私学等 90 37 41.1% 113 57 50.4% 114 46 40.4% 317 140 44.2%
合計 1,215 455 37.4% 1,223 404 33.0% 1,257 698 55.5% 3,695 1,557 42.1%

1年生 2年生 3年生 合計
合計

令和６年９月 25 日 

定例教育委員会資料 

就学支援課健康給食係 
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